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行
政
視
察
研
修
の
た
め
、
石
川
県
穴
水

町
、
福
井
県
坂
井
市
・
敦
賀
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

金
子
町
長
、
社
本
教
育
長
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
地
方

を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
。
穴
水
町
で
は
震
度
６
強
を
観
測
し
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
か
ら
１

年
半
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
崩
落
し
た
道

路
や
倒
壊
し
た
建
物
が
残
り
、
地
震
の
大
き

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
12
月
に
は
、 「
み
ん
な
で
創
ろ
う　

未
来
の
あ
な
み
ず
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

穴
水
町
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
住

民
説
明
会
を
重
ね
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
高

校
生
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
町

民
の
想
い
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
町

民
１
人
ひ
と
り
が
復
興
の
主
役
」
と
な
り
、

町
が
一
丸
と
な
っ
て
災
害
復
旧
や
復
興
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

八
百
津
町
は
、
穴
水
町
と
「
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
職
員
１
名

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み
に
、
議
会
議

員
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

議
長
は
復
興
計
画
策
定
委
員
会
委
員
に

任
命
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
の
内
容
は
全

議
員
と
共
有
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
や
状
況
の
確
認
、
施
策
の
情
報
収

集
を
行
う
等
、
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

他
市
町
村
へ
伝
え
た
い
課
題
や
教
訓
が

　

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

穴
水
町
で
は
発
災
時
、
道
路
状
況
等
に

よ
り
職
員
の
登
庁
が
困
難
で
し
た
。
災
害

対
応
に
遅
れ
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う

機
能
整
備
と
本
部
体
制
の
強
化
が
必
要
で

す
。
支
援
を
受
け
入
れ
る
体
制
整
備
や
、

災
害
の
経
験
を
今
後
の
備
え
と
し
て
引
き

継
げ
る
体
制
の
整
備
も
必
要
で
す
。

視
察
テ
ー
マ

「
被
災
状
況
と
現
在
ま
で
の
復
旧
状
況
、

復
興
計
画
の
概
要
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

石
川
県
穴
水
町

石
川
県
穴
水
町

〇
６
月
30
日
（
月
曜
日
）

被害状況 復旧状況

道路
通行止め　20路線
片側交互通行　11路線

通行止め　　　 ５路線
片側交互通行　 3路線

電気 全域停電 令和６年１月28日全通

上水道
下水道

全域断水
全域使用不可

令和６年３月20日通水
令和６年１月20日復旧

家屋（住家）
全壊　496棟
大規模半壊～半壊
1,436棟

公費解体　申請777棟　
　　　　　完了694棟
公費解体86.5％が完了

仮設住宅 677世帯　1,377名 610世帯　1,221名

穴水町　震災の被害・復旧の状況（令和７年５月 31 日現在）

八百津町議会議員　行政視察研修
石川県穴水町、福井県坂井市・敦賀市

令和７年６月３０日（月）・７月１日（火）

穴水町役場にて公費解体現場

仮設住宅

仮設商店街
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「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」
は
、
坂
井
市
竹

田
地
区
に
あ
る
、
小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
体
験
型
宿
泊
施
設
で
す
。　
　

　

カ
ヤ
ッ
ク
や
川
遊
び
、
地
元
の
お
ば
あ

シ
ェ
フ
に
よ
る
手
作
り
料
理
な
ど
様
々
な
体

験
が
で
き
ま
す
。
学
校
の
休
校
を
き
っ
か
け

に
、
住
民
参
加
や
雇
用
創
出
、
地
区
全
体
が

潤
う
こ
と
を
目
標
に
、
平
成
28
年
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

運
営
は
、
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
一
般

社
団
法
人　

竹
田
文
化
共
栄
会
が
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
伝
統
や
水
源
地
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
39
年
に
竹
田
地
区
住

民
で
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
県
や
市
か
ら

施
設
管
理
を
受
託
し
、
現
在
は
地
区
内
で
約

40
人
の
雇
用
が
あ
り
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
に
小
学
校
３
校
、
中
学
校

１
校
を
統
合
し
、
公
立
で
県
内
初
の
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
と
し
て
開
校
し
た
角
鹿
小

中
学
校
。

　

学
校
運
営
や
建
設
の
準
備
段
階
に
、
保
護

者
や
地
域
住
民
、
教
員
が
加
わ
り
、「
と
も

に
学
校
を
作
り
上
げ
る
」
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

校
舎
内
に
は
県
産
材
が
使
用
さ
れ
、
温
か

み
を
感
じ
ま
す
。
教
室
は
個
室
に
仕
切
る
こ

と
が
で
き
る
空
間
が
あ
り
、個
別
指
導
や
ワ
ー

ク
ル
ー
ム
と
し
て
活
用
が
で
き
ま
す
。
教
科

に
よ
っ
て
小
学
校
・
中
学
校
の
教
員
が
互
い

に
乗
り
入
れ
授
業
を
行
う
な
ど
、
９
年
間
を

見
通
し
た
教
育
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

宿
泊
施
設
の
仕
組
み
作
り
は
大
変
で
し

た
か
。
行
政
と
共
栄
会
は
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　
（
共
栄
会
）
人
材
の
確
保
が
大
変
で
、
地

元
の
方
に
声
を
か
け
、
ス
タ
ッ
フ
を
集
め

ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
利
用
者
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
へ
ど
う
Ｐ
Ｒ
す
る
か
考
え
ま
し
た
。

　
　
（
坂
井
市
）
仕
組
み
作
り
の
段
階
か
ら

市
と
共
栄
会
で
連
携
を
と
っ
て
進
め
て
き

ま
し
た
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち

で
考
え
解
決
で
き
る
力
の
あ
る
共
栄
会
に

お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

共
栄
会
設
立
以
降
、
長
年
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
原
動
力
は
何
で
す
か
。

Ａ　
（
共
栄
会
）
地
域
を
継
承
し
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
、
竹
田
が
良
い
！
と
い
う

気
持
ち
で
す
。
地
域
に
伝
わ
る
「
じ
ょ
ん

こ
ろ
節
」
を
ひ
と
つ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
の
通
学
時
間
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

な
ど
の
問
題
点
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

通
学
環
境
は
設
置
を
検
討
す
る
時
点
で

議
論
を
行
い
ま
し
た
。
文
科
省
の
基
準
や

財
政
状
況
を
考
慮
し
検
討
を
行
い
、
通
学

距
離
が
長
く
な
る
場
合
や
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

学
校
統
合
後
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

小
学
生
と
中
学
生
が
共
に
過
ご
す
環
境

の
中
で
、
互
い
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
優

し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
学
校

行
事
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的

に
活
動
の
準
備
や
運
営
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

視
察
テ
ー
マ

「
竹
田
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
　『
ち
く
ち
く

ぼ
ん
ぼ
ん
』　学
校
校
舎
の
利
活
用
、
施
設

運
営
に
つ
い
て
」

視
察
テ
ー
マ

「
敦
賀
市
立
角つ
の
が鹿
小
中
学
校

学
校
統
合
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校

に
つ
い
て
」

福
井
県
坂
井
市

福
井
県
坂
井
市

福
井
県
敦
賀
市

福
井
県
敦
賀
市

〇
７
月
１
日
（
火
曜
日
）

〇
７
月
１
日
（
火
曜
日
）

施
設
名「
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
」の
由
来

竹
田
の「
竹（
ち
く
）」と
フ
ラ
ン
ス
語
で「
良
い
」を

意
味
す
る「
B
O
N（
ぼ
ん
）」を
掛
け
合
わ
せ
た
造

語
だ
そ
う
で
す
。覚
え
や
す
く
、声
に
出
し
た
く
な

る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

愛
着
が
わ
く
校
舎
づ
く
り

ト
イ
レ
の
壁
面
の
一
部
に
使
用
さ
れ
た
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
は
、子
ど
も
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制

作
し
た
も
の
。敦
賀
市
の
花
火
大
会
が
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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穴
水
町

坂
井
市

敦
賀
市

　自治会の高齢化、個数減少のため、災害を想定した各
地区の自主防災組織の設置が急務である。役場、消防、
消防団、自治会がともに災害に強いまちづくりを推進す
ることが重要であると再認識した。

　ひとつの学校をつくる過程で、多くの関係者と教員、
子どもたちが協働で議論を進め、地域性を活かしながら
小中一貫校を目指していた。子どもたちの使い勝手を考
えた校舎であり、斬新であった。

　まちの職員と地元住民が想いをひとつにすれば、課題
を乗り越えられるという先進地例。八百津町の「地の利
は何か」、地元住民が自分事として考え、まとめる熱量
を持つことが重要だと感じた。

　資材や物流コストの高騰、人材不足等により、復興が
遅れているとのことだった。引き続き八百津町として、
できる限りの支援をしていけるよう協力していきたい。

　新しく工夫の施された魅力的な校舎で学ぶ子どもたち
を見ることができた。限られた財源で最良の選択ができ
るよう、町民と町がともに学校を作り上げていくことが
重要だと感じた。

　持続可能な運営を末永く構築するためには、行政の積
極的な支援と、戦略的な計画づくりが重要であると再認
識した。

　地震や災害はいつ起きてもおかしくない。初動体制や
備蓄品、設備の確認など、日頃から町と個人でも行って
いく必要があると強く感じた。

　設置準備委員会が４つの部会で構成され、それぞれの
部会の決定事項を尊重し、小中一貫校の準備が進められ
た。部会メンバーの意見が尊重されたことが素晴らしい
ことだと感じた。

　小中の壁を取っ払ったような交流の場が多いのは、小
学生と中学生どちらにも大きな経験で、社会へ出たとき
にとても役に立つと感じた。

　学校統合後の既設校舎の維持管理経費の関係等から、
有効再利用について並行して模索していくことが必要で
あると感じた。

研修を
終えて
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主
に
こ
ん
な
こ
と
が

主
に
こ
ん
な
こ
と
が
決決
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

　

専
決
処
分

▼
八
百
津
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す　

　

る
条
例

　

こ
れ
ら
の
条
例
は
、
上
位
法
（
国
の
法
律
）
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

承
認

▼
令
和
６
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
９
号
）　

　

普
通
交
付
税
な
ど
の
歳
入
に
よ
り
、
積
立
金
を
増
額
す

る
も
の
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
諸
支
出
金
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
１
億
５
千
万
円

【
結　

果
】　

承
認

▼
令
和
７
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　

保
育
園
の
給
食
調
理
器
具
の
購
入
に
よ
る
も
の
で
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
教
育
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
１
２
９
万
８
千
円

【
結　

果
】　

承
認

　

条
　
例

▼
八
百
津
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例　

　

職
員
が
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
措
置
を
拡
充
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

●令和７年度八百津町一般会計補正予算（第２号）など　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４議案を可決・承認
　令和7 年第2 回定例会は、去る6 月11日に招集され、同月20 日まで10 日間の会期で開かれました。
　本会議初日の11日には、金子町長から行政報告と提案理由が説明され、続いて、執行部から提出議案10 件について、
また、議会から議員提出議案１件について、それぞれ議案説明が行われました。続いて、請願１件について総務民生常任
委員会に審査を付託し、採決の結果、請願を不採択とすることに決定しました。
　本会議2 日目の20 日には、3 名の議員が一般質問を行いました。この様子はＣＣＮｅｔで生中継、録画放送され、動画
の配信もされています。
　次に、追加提案された議案3 件を常任委員会に審査を付託しました。その後、各常任委員会委員長から、付託された
案件についての審査の経過及び結果の報告があり、採決の結果、議員提出議案1 件を含む14 件の議案が原案のとおり
可決・承認され、今定例会を閉会しました。

66月 月 定例会定例会

◎主な事業を第６次総合計画の基本目標に沿って説明します。

  基本目標１  笑顔に満ちた健康で安心のまちづくり 　　　　　　　　　　　　　　　　　 

〇錦津保育園給食用調理器具購入費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 129 万 8 千円

  基本目標２  人と文化を未来につなぐまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

〇次期校務支援システム導入委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 657 万円

　  〇清流の国ぎふ ふるさと魅力体験事業・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 万 9 千円

  基本目標 5  ともに考え、ともに創るまちづくり 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

〇固定資産評価業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 204 万 6 千円
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傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

改
正
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
傍
聴
の
受
付

　
　
「
傍
聴
人
受
付
票
」
か
ら
年
齢
の
欄
を

　

削
除
し
ま
し
た
。
受
付
の
際
は
、
住
所

　

と
氏
名
の
記
入
が
必
要
で
す
。

〇
傍
聴
席
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
ま
で
は
、
児
童
や
乳
幼
児
が
傍

　

聴
席
に
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
規
則
が

　

あ
り
ま
し
た
が
、
子
育
て
世
代
の
傍
聴

　

を
し
や
す
く
す
る
観
点
な
ど
か
ら
、
一

　

律
に
制
限
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
と

　

し
、
規
則
か
ら
削
除
し
ま
し
た
。

　

予
　
算

▼
令
和
７
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

主
な
内
容
は
、
固
定
資
産
評
価
業
務
委
託
料
、
学

校
に
お
け
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
な
ど

で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
４
万
６
千
円

▼
教
育
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
・
６
６
７
万
９
千
円

【
結　

果
】　

可
決

▼
令
和
７
年
度
八
百
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

定
額
減
税
に
係
る
不
足
額
給
付
金
給
付
事
業
費
で

す
。

▼
民
生
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
７
７
７
万
円

【
結　

果
】　

可
決

▼
令
和
７
年
度
八
百
津
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
で
す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
９
万
８
千
円

【
結　

果
】　

可
決

▼
令
和
７
年
度
八
百
津
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会　

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

資
格
確
認
書
の
暫
定
運
用
延
長
に
よ
り
、
被
保
険

者
へ
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
た
め
の
郵
送
料
で

す
。

▼
総
務
関
係
の
追
加
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
５
万
７
千
円

【
結　

果
】　

可
決

　

請
　
願

▼
ガ
ザ
住
民
の
日
本
受
け
入
れ
反
対
に
関
す
る
意
見　

　

書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
願

【
請
願
者
】　

伊
藤
彩
乃

【
付
託
委
員
会
】
総
務
民
生
常
任
委
員
会

【
結　

果
】　

不
採
択

　

議
員
提
出
議
案

▼
八
百
津
町
議
会
傍
聴
規
則　

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
に
向
け
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
が

傍
聴
規
則
の
一
部
を
改
正
し
た
こ
と
に
伴
い
、
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
結　

果
】　

可
決

ピックアップ

ＱＱ  

給
食
調
理
器
具
が
故
障
し
、
新
し
い
器
具
を

給
食
調
理
器
具
が
故
障
し
、
新
し
い
器
具
を

購
入
す
る
ま
で
、
給
食
調
理
に
影
響
は
あ
り

購
入
す
る
ま
で
、
給
食
調
理
に
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

ま
し
た
か
。

ＡＡ  

故
障
し
た
オ
ー
ブ
ン
に
代
わ
っ
て
、
別
の
調

故
障
し
た
オ
ー
ブ
ン
に
代
わ
っ
て
、
別
の
調

理
器
具
を
使
用
し
対
応
し
ま
し
た
。

理
器
具
を
使
用
し
対
応
し
ま
し
た
。

ＱＱ  

蘇
水
公
園
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て
、

蘇
水
公
園
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て
、

い
つ
頃
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
わ
る
予
定
で
す
か
。

い
つ
頃
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
わ
る
予
定
で
す
か
。

ＡＡ  

冬
頃
に
行
う
予
定
で
す
。

冬
頃
に
行
う
予
定
で
す
。

ＱＱ  

後
期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
数

後
期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
数

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

ＡＡ  

令
和
７
年
３
月
時
点
で
、
八
百
津
町
の
加
入

令
和
７
年
３
月
時
点
で
、
八
百
津
町
の
加
入

者
数
２
４
２
０
人
の
う
ち
、
１
７
５
０
人
が

者
数
２
４
２
０
人
の
う
ち
、
１
７
５
０
人
が

利
用
者
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

ＱＱ  

地
域
経
済
牽
引
事
業
に
お
い
て
、
何
が
課
税

地
域
経
済
牽
引
事
業
に
お
い
て
、
何
が
課
税

免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

ＡＡ  

課
税
免
除
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
は
、
家

課
税
免
除
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
は
、
家

屋
、
構
築
物
、
家
屋
・
構
築
物
等
の
敷
地
で

屋
、
構
築
物
、
家
屋
・
構
築
物
等
の
敷
地
で

あ
る
土
地
の
３
つ
で
す
。

あ
る
土
地
の
３
つ
で
す
。

委
員
会

委
員
会
で
の
で
の
主主
なな
質
問
質
問
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議決結果：◎…可決、承認、同意　X…否決、不承認、不同意
賛否状況：〇…賛成  X…反対　－…議長は採決に加わらない

結 

果
主　　な　　内　　容

議案番号 議　　案　　名

議案
第２9号

専決処分した事件の承認について（八百
津町税条例の一部を改正する条例） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 地方税法等の一部を改正する法律等の公布に伴い、

条例の一部を改正するもの

議案
第30号

専決処分した事件の承認について（八百
津町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 地方税法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴
い、条例の一部を改正するもの

議案
第31号

専決処分した事件の承認について（令和
６年度八百津町一般会計補正予算（第９
号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １億５千万円を追加し、
総額を６９億９３６４万６千円とする

議案
第32号

専決処分した事件の承認について（令和
７年度八百津町一般会計補正予算（第１
号））

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １２９万８千円を追加し、
総額を６５億６５２９万８千円とする

議案
第33号

八百津町職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国家公務員の人事院規則の改正に準じ、仕事と育児
を両立できるようにするための措置を拡充するた
め、所要の改正を行うもの

議案
第34号

八百津町職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正
する法律の施行に伴い、部分休業制度を拡充するほ
か、所要の改正を行うため、条例の一部を改正する
もの

議案
第35号

地域経済牽引事業の促進による地域の成
長発展の基盤強化に関する法律に係る
八百津町固定資産税の特例に関する条例
の一部を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基
盤強化に関する法律第２６条の地方公共団体等を定
める省令の一部改正に伴い、課税免除する施設の設
置期限を令和１０年３月３１日に変更するため、条
例の一部を改正するもの

議案
第36号

令和７年度八百津町一般会計補正予算
（第２号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８７２万５千円を追加し、

総額を６５億７４０２万３千円とする

議案
第37号

令和７年度八百津町国民健康保険特別会
計補正予算（第１号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 １９万８千円を追加し、

総額を１２億９７１９万８千円とする

議案
第38号

令和７年度八百津町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ５５万７千円を追加し、

総額を２億４１５５万７千円とする

議案
第39号

八百津町非常勤の特別職職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の
一部を改正する法律の公布に伴い、投票所の投票管
理者等の報酬を引き上げる改正を行うため、条例の
一部を改正するもの

議案
第40号

八百津町議会議員及び八百津町長の選挙
における選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例について

◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公職選挙法施行令の一部を改正する政令の公布に伴
い、選挙運動用ビラ等の作成の公営に要する経費に
係る限度額を引き上げる改正を行うため、条例の一
部を改正するもの

議案
第41号

令和７年度八百津町一般会計補正予算
（第３号） ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ３７７７万円を追加し、

総額を６６億１１７９万３千円とする

議員提出
議案第５号

八百津町議会傍聴規則の一部を改正する
規則について ◎ 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇

最近の社会情勢の変化に対応するとともに、住民に
開かれた議会の実現を図るため、全国町村議会議長
会が、標準町村議会傍聴規則の一部を改正したこと
に伴い、規則の一部を改正するもの

請願第２号
ガザ住民の日本受け入れ反対に関する意
見書を国に提出することについての請願
について

X X 〇 X － X X X X X 〇
請願者からガザ住民の日本受け入れ反対に関する意
見書を、議会から国および関係機関に提出すること
を求める請願

三　

宅　

和　

行

林　
　
　

俊　

宏

加　

藤　

良　

治

長
谷
川　

泰　

幸

赤　

塚　

孝　

博

後　

藤　

香
代
里

安　

藤　

峰　

行

後　

藤　

一　

夫

渡

邊

成

章

ア
デ
ィ
エ　

三　

恵

６月定例会　議案等の審議結果６月定例会　議案等の審議結果

議会議員の請負状況の公表について
議員個人の請負状況の透明性を確保し、議会運営の公正と
事務執行の適正を図るため、八百津町に対する請負の状況
を公表しています。

議会のホームぺージ
で公表しています。
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質　 問 　者 質　　　　問　　　　事　　　　項

加 藤　 良 治 ◯林道通行者の現状と対応策について

後 藤　 一 夫

赤 塚　 孝 博 ◯避難行動要支援者について

一 般 質 問 　～主な質問と答弁の趣旨～

　一般質問と答弁は、質問議員本人の文責で掲載しています。

　「YouTube八百津町議会チャンネル」

一般質問を動画配信しています　ぜひご覧ください

加藤　良治 議員　「林道通行者の現状と対応策について」

　林道は、森林管理を目的に整備された道路で、安全性が必ずしも高いわ
けではない。通行時には安全確保やルール遵守の啓発が重要であり、看板
等による注意喚起が必要であると考える。
　四輪駆動車やオフロードバイクの林道通行など、林道通行者の現状につ
いてどのように捉えているか。また、マナー違反や問題行為に対する具体
的な対応策についての考えを伺う。

問1

動画をチェック！

林道は、森林管理に関する通行のほか、地域間の通行や森林へのアクセスなどの役割を
果たしています。林道規定に基づき、森林の利活用のため整備された恒久的な公道であり、
森林整備や管理のために出入りが行われるため、林道の通行制限は設けていません。
町内の林道を四輪駆動車やオフロードバイクが通行していることは把握しています。最

近は、自然の中でレジャーを楽しむ人々が増えており、それに伴って林道通行者も増加し
ていると推測されます。
林道通行者の私有地への侵入などの不正行為については、所有者の責任において警察に

通報・相談するとともに、看板設置等での対策をお願いいたします。町としては、林道状
況を確認しながら注意喚起の看板設置を検討し、目に余るようなマナー違反があれば、関
係機関、山林所有者、周辺住民等と協議しながら対応してまいります。

答1 （平井建設課長）

◯ハヤブサ・ミュージアムの来訪者数などについて
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　ハヤブサ・ミュージアムは昨年１月にオープンし、今年の４月には増築が
完成した。ハヤブサ・ミュージアムの現状と更なる発展に向けた可能性に
ついて伺う。昨年と今年の４月、５月の来訪者の数は。

問1-1

　来訪者の特徴、人数の変化、また、増築による効果は表れているか。問1-2

　自ら避難することが困難な方に対し、円滑かつ迅速な避難の確保を図る
ために、特に支援を要する避難行動要支援者の支援体制が急務であると考
える。そこで次の点について伺う。
①避難行動要支援者の名簿作成による地区別の把握状況は。
②個別避難計画の作成状況は。

問1-1

①新規対象者に計画書作成依頼文書を送付だけでなく、登録情報変更時等
に再度送付する予定はないか。

②優先度の高い要支援者から積極的に計画書を作成する必要があると思う
がいかがか。

③防災・福祉・保健・医療などの関係する庁内部署、警察や消防、民生委
員や地域の方、また、介護支援専門員や相談支援専門員との連携等、多
様な方法を検討されてはどうか。

問1-2

令和 6年 4月の来館者数は 730人、5月は 914人であり、令和 7年 4月は 722人、5月が 811人です。この減少
の原因は、テレビドラマ化からの時間の経過や、杉原千畝記念館での共通券の減少などが考えられます。

①避難行動要支援者名簿は、市町村の義務として規定されており、災害時に自力で避難することが難しい高齢者や障が

い者など、支援を必要とする人の情報をまとめた名簿を指します。現在、1,658 名が登録され、情報提供同意者は 811

名です。各地区の名簿登載者及び同意者は、八百津地区は 570 名、内同意者 281 名、和知地区は 439 名、内同意者

208 名、伊岐津志地区は 287 名、内同意者 151 名、久田見地区は 208 名、内同意者 104 名、福地地区は 62 名、内

同意者 28 名、潮南地区は 92 名、内同意者 39 名です。

来館者は、中学生以下が 125人、高校生以上が 1,408 人、県内約 42％、愛知県約 36％、関東・近畿圏が約 10％で
す。令和 7年の増築では、新たに池井戸潤氏が実際に執筆した生原稿など、貴重な展示内容を拡大し、特産品の販売スペー
スも併設いたしました。グッズ特産品の販売は、令和 6年が 14万 7千円、令和 7年が 39万円です。

今後の取り組みは、杉原千畝記念館とハヤブサ・ミュージアムの相乗効果による共通券の PRを行い、ハヤブサプロジェ
クトに関連する外部の方々との連携も深めていきます。また、集英社とも連携し、関係各所との協力を得て展示資料の更
新等を行う予定です。加えて、観光 PR動画、町内企業が独自に制作した動画を放映し、企業やメディアに積極的に情報
発信を行い、観光交流人口の増加に努めます。

答1-1

答1-2

答1-3

（赤塚地域振興課長）

答1-1 （鈴木防災安全室長）

（赤塚地域振興課長）

（赤塚地域振興課長）

後藤　一夫  議員  「ハヤブサ・ミュージアムの来訪者数などについて」

赤塚 孝博 議員  「避難行動要支援者について」

動画をチェック！

動画をチェック！

次ページへ続く

　今後どのようにして、訪問者の益々の増加を図っていく予定か。取り組
み内容を伺う。

問1-3
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赤塚 孝博 議員 

②個別避難計画は、市町村の努力義務として規定されており、避難行動要支援者がスムーズに避難できるよう、事前に避

難先や避難経路、必要なサポートなどを具体的に計画し、支援者と共有するための計画を指します。新たに対象となら

れた方に対して、避難行動要支援者名簿の関係書類と併せて依頼し、個別避難計画書の作成をご案内しております。現

在、計画書を作成した方は 302 名です。

①「個別避難計画の作成依頼」の再送付については、あくまでも個人の意思で作成するものですので、繰り返しの意思確

認を行うご案内は今のところ行っておりません。

②計画作成の優先順位の点からも、災害時に自力での避難が困難な方、支援を必要とされる方を、優先的に作成する必要

があると考えております。

③関係機関等との連携については、今までの方法に加え、今後、福祉部局や地域包括支援センター、介護支援専門員や計

画相談員など、登録者の生活実情に精通している関係機関と連携して、より実効性の高い計画づくりを進めていくこと

について検討していきたいと考えます。

答1-2 （鈴木防災安全室長）

　八百津町は、昭和 30 年に和知村を編入、錦津村と新設合併、昭和 31 年に久田見村、
福地村、潮南村が合併し、現在の八百津町になりました。
　そして今年、合併 70 周年を迎え、8 月 2 日（土）に記念式典が開催されました。
式典では、地方自治功労者として林俊宏議員、加藤良治議員、舘林久宜前議員が表
彰されました。

議会トピックス

蘇水サマーフェスタ２０２５
　　　　　　　に参加しました！

　８月３日（日）に行われた、蘇水サマーフェスタ
2025 に議員が参加しました。ドラゴンカヌーレー
ス、メガサップボードレースでは、「チーム議会」とし
てレースに出場しました。町民のみなさんと一緒に、
八百津の夏のマリンスポーツを楽しみました。
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加
藤
良
治
議
員
が
、
岐
阜
県
功
労
者
表

彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
功
労
者
表
彰
は
、
各
分
野
で
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
併
せ
て
県
民
の

誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

加
藤
議
員
は
、
平
成
23
年
に
八
百
津
町

議
会
議
員
に
初
当
選
、
現
在
は
４
期
目
と

な
り
ま
す
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

７
月
18
日
（
金
）、
議
員
全
員
で
マ
ナ

の
菜
園
（
伊
岐
津
志
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

マ
ナ
の
菜
園
は
、
魚
と
野
菜
を
一
緒
に

育
て
る
「
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
」
と
い

う
水
を
循
環
さ
せ
る
農
法
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
葉
物
野
菜
や
ハ
ー
ブ
が
水
耕

栽
培
さ
れ
、
同
じ
施
設
内
に
魚
を
育
て
る

プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
く
、
持
続
可
能
な
農
業
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
（
水
）、
議
員
全
員
が
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
、『
よ
り

開
か
れ
た
議
会
』
を
目
指
し
、
議
会
力

ア
ッ
プ
の
た
め
の
学
び
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
「
デ
ー
タ
分
析
・
活
用
研
修
」で
は
、デ
ー

タ
や
根
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
財
務
書
類
説
明
会
」
で

は
、令
和
５
年
度
の
財
務
書
類
を
も
と
に
、

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

岐阜県功労者表彰を受章

アクアポニックス農場を視察

「データ分析・活用研修」・「令和５年度財務書類説明会」を実施
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［4月］
　１日　○町職員辞令交付式
　　　　○町教職員宣誓式
　５日　○町消防友の会総会
　　　　○自治会長会
　６日　○消防団入退団式
　　　　○ハヤブサ・ミュージアム
　　　　　オープン式典
１５日　※固定資産評価審査委員会
１８日　○議会全員協議会
　　　　○新丸山ダム工事概要説明会
２０日　○加茂郡消防幹部・らっぱ講習会
２５日　※例月出納検査
２８日　※随時監査

［5月］
７日～９日（アディエ議員、渡邊議員）
　　　　○市町村議会議員研修　
　９日　○町商工会青年部通常総会
１１日　○町体育協会スポーツ大会
１４日　○可茂町村議会議長会
１５日　○議会だより編集委員会
１６日　○可茂地域市町村議会議長会議
１９日　○議会全員協議会
２１日　○町商工会通常総代会
２６日　※例月出納検査
２７日　※随時監査
２７日～２８日　
　　　　○全国町村議会議長・副議長研修会
２９日　○新丸山ダム建設促進期成同盟会
３０日　○７号橋潮見下部工事安全祈願祭　　

［6月］
　１日　○加茂郡体育大会
　２日　○県町村議会議長会評議員会
　３日　○浄化槽実務者研修会
　６日　○議会運営委員会
　８日　○青少年を育てる会
１０日　○町身体障がい者福祉協会総会
１１日　○議会全員協議会
　　　　○第２回議会定例会開会
１４日　○町老人クラブ連合会総会
１８日　○建設文教常任委員会
　　　　○総務民生常任委員会
２０日　○議会全員協議会
　　　　○第２回議会定例会閉会
２４日　※例月出納検査
２５日　○行政懇談会
２６日　※随時監査
２７日　※公営企業会計決算審査
３０日　○町議会議員行政視察研修

議
会
日
誌
（
令
和
7
年
４
月
か
ら
６
月
）

安藤 峰行 議長　　　   後藤 一夫 副議長
アディエ 三恵 議員　　渡邊 成章 議員

議会だより編集委員会のメンバー

八百津町議会 次回の定例会は

9 月 5 日（金） 
開会の予定です

一般質問の様子は 
CCNet　地デジ 12ch で 
生中継 · 録画放送されます

詳細は議会事務局へお問い合わせください。

☎４３-２１１１（内線２３０３）

一般質問
動画配信中！
ぜひご覧ください
「YouTube 八百津町議会チャンネル」

チャンネル登録お願いします

やおつ議会だより199号.indd   12やおつ議会だより199号.indd   12 2025/08/08   17:472025/08/08   17:47


